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当社は株式会社関電工（社長 森戸義美様）の平成２９年度技術・技能競技大会を視察してまいりました。 

茨城県牛久市の同社人材育成センターにおいて、「技術の深化・技能の継承～明日の技術で未来を灯す～」をテー

マに開催され、会場には電力・エネルギー・工事関係者や企業各社、大学生、社員の家族なども多数訪れており

ました。また高校生の方々も多数来場され実演シーンを熱心に見学されていたのも印象的でした。 

来場者数（関係者・顧客を含む）は昨年の3,350名を大きく上回る3,600名という過去最多となり、熱気にあふ

れた大会となっておりました。 

競技大会では、内線・情報通信・架空配電・地中配電の４部門で、関係工事会社も含め３１チーム、合計１１

５名の選手が真剣に諸課題にチャレンジし、日頃培ってきた技能・技術をチームワークよく披露されていました。 

また作業実演コーナーでは、技能五輪全国大会の成績優秀者による実演と解説が行われ、そのワザを見逃すま

いと多数の人が集まり、まさに黒山の人だかりでした。 

さらに、今回は『AIの大いなる可能性「AIはビジネスにどう活かせるか」～五感・感性の言葉「オノマトベ」

に着目する理由～』と題し、坂本真樹氏（電気通信大学・人工知能先端研究センター教授）による講演会も合わ

せて行われ、「もふもふ、ゴロゴロ」といったオノマトベ（擬音語、擬態語等）がAI技術や今後のビジネス・技

術開発にどう活かされていくかの将来的展望についてお聞きできるなど、興味深い見どころの多い大会となって

いました。 

電力自由化、再生可能エネルギー等の諸課題にも積極的に取り組まれている様子がよく理解できましたし、 

今後、東京五輪関連事業や都市部再開発案件が忙しくなる中、首都圏の電力・情報・通信インフラの構築と保守

を担う関電工の皆様の役割は一層大きくなることと実感いたしました。。 
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  内線部門競技（屋内配線工事・制御盤点検） 

 

 

 



  

地中配電部門（ケーブル接続作業）  

 

  

  

  

  

架空配電部門（柱上変圧器取替作業） 

 

 

 



  

    

技能五輪成績優秀者による作業実演 電線宙乗り作業実演 

    

   

   

  展示コーナー（ドローンの活用）  展示コーナー（簡易クリーンルーム） 

 

    

 

     


